
 
 

 

開店当初、たくさんあるお店の中からこのお店を選んで来てくれたお客様に 

なんとか自分の気持ちを伝えたいなぁ。どうにかして感謝の言葉を伝えたい。 

とハガキを書き始めたのはそれがきっかけで。 

ハガキを書く時間は、一緒になって笑った何気ない会話や 

目を見ながら言ってくれたまた来るよって言葉と、やさしい笑顔が浮かんできて、 

頭の中でもう一度、お客様に向き合って会える。そんなひととき。 

 ほんの短い時間だけど時が 止まっているような・・・そんな感覚を覚えます。 

そのわずかな時間の中で  今,お店をやらせていただいていることや 

生きてまた元気に会えた事、全てが当たり前ではない出来事の連続に   

「ありがとうございます」という思いがとめどなく溢れてきます。 

 と同時に1４年前に感じた思いが鮮明に蘇ってくるのです。 

 過去をずっと引きずって生きて行く事は 

良くないのかもしれないけれど、 

忘れては駄目な事ってあるんだと思う。 

 あの日、自分が決めた事や、誓った事、 

大切にしたい事は、絶対に忘れてはいけない。 

それでもついつい忘れがちで違う方向に行きそうになる事があるのですが 

日々思い浮かべるお客様一人ひとりの笑顔が   

僕に「大切な事は何か」を思い出させてくれるのです。 

これからも、自分が大切だと信じる事を、 

自分にとって大切な人を、もっともっと大切にして 

       これからも皆様と一緒に人生を歩んで行きたいと思います。
            


